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商品概要（商品イメ ー ジ・商品コンセプトetc)

症状対応コンサルティング機能っき風邪薬

風邪の進行具合（初期～中期）と、その時の症状を問診形式のチャ ー トに回答し、薬店側に適性薬をコ ー ディネ ー トしてもらう。症状対応＋コンサルティング（問診）っき商品。

こじらせた風邪なども薬局で相談できる。市場競争力という点では症状別の成分開発 ・ 処方がポイントとなる。 「症状対応薬＝〇〇〇」のイメ ー ジ。

風邪の症状は年度の流行風邪によって異なったり、個人の体質により

表面化する症状が異なったりする。しかし処置に対するユ ー ザ ー の意識

は共通しており、大半は O T C 薬の服用もしくは医者にかかる。

変化する状況（風邪の進行度・顕在症状）にフレキシプルに対応でき、

ユ ー ザ ー をリ ー ド ・ 啓蒙できうるライフサイクルの長い商品という点で、

不遍的なコンセプトを軸にし、成分・処方の研究開発に注力し展開して

いく方向。メ ー カ ー 側では全てのユ ー ザー に対応するという考え方。
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ユ ー ザ ー 側では「自分だけの」という意識を持つ。 自分の適性薬を求める外出派｛男性・有職女性）を中心としたパ ー ソナルユ ー ス層。

｜商品展開（関連剤・補助剤とのポジシヨン、商品展開の方向性、販売システムetc) I 
メリット

コンサJレテイングシステム案
,• 

商品展開に ついて ・一度のシステムで症状に対する幅のある
鼻 喉 咳 熱 対応が可能。

夜 痛 （問診により判断） ・総合感冒剤としてプランドイメ ー ジを
・商品イメ ー ジが不遍的で固定ファンを

初期 鼻く 痛 発 fこ顎 だ 悪

VL 
症状に合わせ、l～2種の 定着させるため 確保しやすくユ ー ザ ー 啓蒙も容易。

水し 赤 まが る 寒 販促活動と連動して行うことができる。
にか い

�

薬をコ ー ディネイトし、 （今までにない2wayの総合感冒剤）
J 、 でち －商品の販売動向により最新のユ ー ザ可

－．．．．． ．．．．．．．．．．． －レ・－ … 一るむ ・ 販売する。 同プランドで関連品は展開しない。 動向がキャッチできる。
中期 夜

鼻 り の 主丸 （あなたの症状は・・－？） H毛；・ 量 －推売の対象になりやすい。
炎 咳 （販売店の支持）

丈夫 ・タイムリ ー 性を重視するので小容量。

商品ライン〈〉

デメリット
風 シンプルなシステム（最小品目 ） 1～3日分まで。
邪 で個々の症状、進行度に対応でき ・オ ー プンセレクションの店での販売が困難
の できるだけシンプルな品目（種） る成分・処方がポイントとなる。 （フリ ー ）
進 でカバーする。
行 －販売店における販売効率の問題

（接客時聞がある程度必要 ）
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←元のページに戻る

https://ebisuplan.com/
https://ebisuplan.com/marketing_archives1980.html#coldmedicine
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商品慨要（商．品イメ ー ジ・商品コンセプトetc)

症状対応＋反副作用（眠くならない ・ 胃にソフトな作用）風邪薬

特に初期～中期に顕在する鼻水、鼻づまり、喉痛に効果のある成分・処方bこの商品の最大のポイントは眠くならない、胃を荒らさないという2大反副作

用。科学的に独自の処方を訴求するイメ ー ジ。喉関連に注力し「ノドに強い＝〇〇〇」のイメ ー ジを確立する。

風邪の症状で初期に顕在し、自覚しやすいのが鼻水、鼻づまり、喉痛

である。特に喉痛は発熱に直結しやすく初期治療が望まれる症状。

症状対応を「喉関連」「鼻関連Jに絞り、コンセプト軸を設定。さらに

最も反副作用の要望の強い「眠くならないJ 「胃を荒らさない」を特徴

としてコンセプトにクロスさせる方向。

要素を絞り込んだ展開だが、最も受容性が高〈恒久的な要素のクロス

だけに期待は大きい。市場参入のポイントは即効性が実証できる点で

ある。
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主力タ ー ゲット

風邪にかかった時に胃が気になる人。眠気対敵の人。主として2 0才以上の男女。

商品展開（関連剤・補助剤とのポジション、商品展開の方向性、販売システムetc)

商品構成案

基本的な商品は2種（ノド対応に注力）
商品展開について

｜咳止め｜

｜う が い 薬｜

トロ ー チ薬｜

関連剤
（西洋薬草（ハ ー ブ）等、

の配合により特長づけJ

・鼻ノド対応という点をコンセプトに

関連品でバリエ ー ション展開。

うがい薬（携帯用） 、新剤型のトロ ー チ

など喉関連に強いというイメ ー ジを

定着させる方向。

課題

・鼻対応と眠くならない反副作用への対応性。

初
期
症
状
対
応

「ill－－」

鼻水・鼻づまり対応

喉 痛・発赤対 応

ビタミン配合にポイントをI＝即効性を求める
おいたドリンク剤 ｜ 人に推売する。

本カコナ ー ルプランドにしてもよい（但し生薬配合の場合）

メリット

－初期2大症状に対応するので幅広いユ ー ザ
ー をカバ ー できる。

2商品なのでユ ー ザ ー 動向が把撞できる。

－反副作用訴求でユ ー ザ ー の支持。
（プランドスイッチetc）を受け易い。

・即効性では男性、細部に渡る喉対応で
女性支持を得る。
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etc) 商品概要（商品イメ ー ジ・商品コンセプト

夜1回服用持続性風邪薬

対 応 症 状
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1日1回の服用。就寝前に服用し就寝中の身体の代謝に合った作用と持続性に対する処方・製剤がポイントとなる。

ダプルスイッチOT Cで夜の咳、鼻づまり、疫に効果的。「効果性の強い専門薬＝〇〇〇」のイメージ。

成分イメ ー ジ

ダプルスイッチO T Cがポンイト ＠ 

新
薬 スイッチO TC :o＜ポンイト 。

系
新薬処方がポイント ＠ 

一 新薬＋自然薬処方がポイント × 
自
然 一 種の自然薬処方がポイント ×
系

種々の自然薬処方がポイント × 

就寝中にも風邪の症状は変化する。特に眠っている時には症状変化に

自覚がなく、朝起きて初めて悪化・良好などの症状が判る。

そこで「夜Jをまた、風邪の諸症状による寝苦しさも見落とせない。

切り口にした効果性の高い風邪薬を考える。夜専用ということで用法を

1日1回の使用という新しいコンセプトを付加し、商品シンプルにし、

（｜主力タ ー ゲアト｜

I 2 o 才以上の男女。ファミリ ー ユ ー ス層。

をさらに特徴づける。

商品展開（関連剤・補助剤とのポジション、商品展開の方向性、販売システムetc)
メリット

案一成一

種

構一

1

品一

は

商一

品商
－常備薬、旅行用薬としてもかさばらず、

コンパクト。
商品展開について

剤型バリエ ー ション、
ト→タ ー ゲット拡大へ －関連品、補助剤も全て「夜使用」

カ4ポイント。
－多忙な人への対応として有効。
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関連品（症状が一層ひどい時に）
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の可能性は大きい

薬ぜか用夜 専

鼻・喉・咳・疲etc

デメリット
－小学生対応も可能なように

小型の錠・カプセルが基本 1 日 l 回の服用は効果性に対する評価が
厳しく、効き目がないと顧客獲得に結び
つきにくい。

補助剤（新しいコンセプトの商品として）

1 日 l 固なので身体に負担がかかるとい
うイメ ー ジを受ける可能性がある。
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－加湿器・暖房器具にセットする
ノド・ハナ対応の補助剤
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